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1.GrowthorTwo-Dimensionalα一,β-9,10-Dichloroanthracene

and9,101Anthraquinonefrom VaporPhase

(針状有機結晶の二次元化)

浮 田 裕

有機分子性結晶のα,6-9,10-ジクロルアントラセンと9, 10-アントラキノンを気

相から人為的に板状晶に育成させることが可能である｡ それらの結晶を板状化させるために,

アルゴンガス封入のガラスの成長管を使用し,パイレックスガラス管とニクロム線で縦下降型

の電気炉を,組立て七いる｡

板状結晶の最大の幅はa -9,10-ジクロルアントラセンで･3.2mm,p-9,10-ジクロル

アントラセンで2.2mm,9, 10-アントラキノンで4.7mmである｡厚みは1から30/̀m であ

る｡ 結晶軸はよく発達した面の形で同定している｡α,♂-9,10-ジクロルアントラセンは

ab面とac面,9,10丁アントラキノンはab面とbc面である.6

t楕円縦下降型の電気炉から板状結晶成長の機構を兄い出すことが出来ているO

2. TransienトBehaviororHelium

MetastablesinaPulsedDischarge

(パルス放電中における準安定

状態-リウムの過渡的振舞)

斉 藤 幹 男

ヘ リウムガス中での高速パルス放電励起下における準安定状態の- リウム原子ならびに分子

の分布密度の過渡的振舞を,十1秒の時間分解で,広い圧力範囲 (35Torr-3atm)につき

調べるという研究を行った｡測定には光学的干渉法と吸収法を用いた｡〉準安定状態原子 He*
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